
次期気象衛星に関連した
気象庁の取組
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宇宙開発利用加速化戦略プログラム（スターダストプログラム）
戦略プロジェクト：「ひまわりの高機能化技術開発」

宇宙政策委員会衛星開発・実証小委員会第２回会合 資料１
https://www8.cao.go.jp/space/comittee/02-jissyou/jissyou-dai2/siryou1.pdf



現状と課題

次期気象衛星の令和5年度めどの製造着手に向け、必要機能を決定するにあたっては、日本を常時監視可能な東経
140.7度という位置を生かし、関係府省等との連携の下、多目的プロジェクトや観測データの多方面への活用について検討
する必要がある。そのためには、気象分野に限らない、静止衛星や観測データに対する関係府省や研究機関、民間企業の
潜在的ニーズを把握・具体化し、国内外の衛星搭載機器に関する技術調査等を踏まえ、次期気象衛星で実現が必要な
機能について整理・決定する必要がある。

次期気象衛星に必要な機能の決定

計 画

静止衛星や観測データに対する
ニーズ調査

• 国内外の静止衛星での多目的プロ
ジェクト事例や、観測データの多方
面への活用事例の調査

• 我が国の静止衛星として期待される、
多目的利用を可能とする機能や観測
データの新しい活用方法を提案し、
関係府省や研究機関、民間企業の潜
在的ニーズの把握・具体化

次期気象衛星で実現すべき機能や
観測データ活用手法の整理検討

• ニーズ調査及び技術調査を踏まえた、
次期気象衛星で実現すべき機能の整
理検討

• 関係府省等のニーズに適した、次期
気象衛星で得られる観測データ活用
方法の整理検討

ニーズに対応可能な衛星搭載
機器や観測データ活用手法に
関する技術調査・検討

• 多目的プロジェクトに必要な衛星搭載
機器に関する国内外の技術調査

• 搭載候補の気象センサで得られる観測
データの多方面への活用手法の検討

• 気象センサと多目的プロジェクトに必
要な機器を同時搭載する技術的可能性
に関する調査検討

【防災・減災】
・浸水状況の把握等

【宇宙開発利用】
・宇宙環境観測

【環境・エネルギー】
・太陽光発電量予測

～ひまわりの有効活用の例～

【農業・漁業】
・農作物発育予測、漁場予測

【国際貢献】
・熱帯低気圧や森林火災等の集中監視

次期気象衛星の実現すべき機能及び効率的な運用に関する調査
（関係府省等のニーズに基づく次期気象衛星の必要機能に関する調査）
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